
ロコモティブシンドローム
グルコサミンでの関節ケア
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グルコサミンは、濃度依存的にオプ
ソニン化ザイモサンによる好中球の
活性酸素生成を阻害する。

グルコサミンの抗炎症効果　～好中球機能抑制による抗炎症作用～1）

グルコサミンの好中球に対する抗炎症作用を in vitroにて確認をしたところ、好中球の遊走、貪食、活性酸素生成、酵素
の放出を抑制する事が分かった。好中球の過剰な作用を抑制する事で抗炎症作用を発揮するものと考えられる。

滑膜細胞におけるヒアルロン酸の合成促進2）

ヒト滑膜細胞にグルコサミンを添加したところ、濃度依存的にヒアル
ロン酸合成が高まった ( 左図 )。また、ラベル化したグルコサミンを
添加したところ、濃度依存的にグリコサミノグリカン量が増加した
( 右図 )。グルコサミンがグリコサミノグリカンの材料として利用さ
れている事が示唆された。

臨床試験での確認3）

変形性膝関節症の診断基準を満たす整形外
科外来受診中の男女患者 50名で、プラセボ
対照二重盲検クロスオーバー法により 8週
間投与による 3 群比較試験を行った。グル
コサミン 1.0g ／日および 1.5g ／日いずれ
の投与でも顕著な効果が認められ、その効
果は用量依存的であった。

遊走能に及ぼす影響

グルコサミンは、遊走因子に対する
好中球の遊走能を濃度依存的に抑制
する。

滑膜細胞による、ヒアルロン酸とグリコサミノグリカンの
合成に及ぼすグルコサミンの作用

変形性膝関節症の治療成績

グルコサミンは、好中球によるブドウ球菌の殺菌
能に影響しないことにより、好中球の殺菌能は保
持されるものと考えられる。

好中球に対するグルコサミンの作用

グルコサミンは、貪食抑制に伴って
好中球から顆粒内酵素の細胞外放出
を濃度依存的に阻害する。

グルコサミンは、濃度依存的に好中
球によるオプソニン化ザイモサンの
貪食を阻害する。

貪食能に及ぼす影響
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